
経済学研究科履修規程 

平成２年４月１日 

施行 

（趣旨） 

第１条 本規程は、獨協大学大学院学則（以下「学則」という。）第10条第３項に基づき、経済学研

究科（以下「研究科」という。）における授業科目の履修方法及び学位授与の要件等について定め

る。 

（１年コースの特例） 

第１条の２ 前条の規定にかかわらず、学則第６条第４項に定める標準修業年限を１年とする博士前

期課程（１年コース）については、別に定める。 

（授業科目の履修） 

第２条 博士前期課程の学生は、その在学期間中に所定の授業科目を履修し、32単位以上を修得しな

ければならない。 

２ 博士後期課程の学生は、その在学期間中に所定の授業科目を履修し、24単位以上を修得しなけれ

ばならない。 

（授業科目・単位数） 

第３条 研究科の授業科目及びその単位数については、学則別表Ⅳに基づく。 

（指導教員） 

第４条 学生は、入学後の所定の期間内に、演習を担当する教員の中から指導教員を選び、その承認

を得なければならない。 

２ 学生は、授業科目の履修については、指導教員の指導を受けなければならない。 

第４条の２ 学生は、指導教員の指導に基づいて副指導教員を選ばなければならない。 

２ 副指導教員は、指導教員と連携して、適宜学生の研究指導に当たるとともに、当該学生の提出す

る学位論文、研究報告（論文）の審査に際し、副査となる。 

第５条 学生は、在学中特別の事由があるときは、研究科委員会の審議を経て、指導教員及び副指導

教員を変更することができる。 

（履修方法） 

第６条 博士前期課程の学生は、１年次、２年次を通じ、同じ指導教員が担当する演習（８単位）及

び演習との組合わせによる講義科目（４単位）を履修しなければならない。 

２ 研究科博士前期課程に別表のとおり科目群を置く。 

３ 博士前期課程の学生は、第１項に定める演習及び講義科目に加え、指導教員が担当する講義科目

が属する科目群の中から２科目（８単位）以上を履修しなければならない。 

４ 博士後期課程の学生は、演習科目のうちから主専攻科目として１科目（４単位）を選択し、必修

として、その在学期間中を通じて合計12単位を履修し、かつ主専攻科目に選んだ指導教員の特殊研

究科目（４単位）の外に特殊研究科目を２科目（８単位）、合計12単位以上を選択し、原則として

３年次に履修する。 

第７条 学生は、原則として二つの演習を同時に履修することはできないが、指導教員が研究指導上

必要と認めた場合は、研究科委員会の審議を経て、１年を限度に履修することができる。ただし、

修了要件にはならない。 

第８条 学生は、指導教員が研究指導上必要と認めた場合は、所定の単位のほかに、本研究科、本学

大学院の他の研究科、本学の経済学部又は他の学部に開設されている授業科目を履修することがで

きる。 

（履修登録） 

第９条 学生は、毎年度所定の期間内に、その年度に履修する授業科目を、指導教員の指導の下に、

所定の手続きにより、登録しなければならない。 

２ 履修登録した授業科目は変更することができない。 

（単位の認定） 

第10条 学生が他の大学院もしくは外国の大学院において履修した授業科目の修得単位は、研究科委

員会の審議を経て10単位を超えない範囲で、研究科所定の単位の修得とみなすことができる。 

２ 学生が、入学前に大学院において履修した授業科目の修得単位（科目等履修生として修得した単



位を含む。）は、研究科委員会の審議を経て10単位を超えない範囲で、研究科所定の単位の修得と

みなすことができる。 

（学位論文） 

第11条 学生は、指導教員の指導の下に、所定の期日までに、所定の方法により、学位論文を提出し

なければならない。 

２ 学位論文の提出には、本研究科に１年以上在学し、かつ所定の単位を、20単位以上修得している

ことを必要とする。 

３ 研究科委員会は、特に優れた研究業績をあげた者に対し、前項の規定にかかわらず修士論文の提

出を認めることができる。 

４ 博士論文の提出には、博士後期課程に２年以上在学し、所定の単位を20単位以上を修得している

学生が、これを提出することができる。 

５ 研究科委員会は、特に優れた研究業績をあげた者に対し、前項の規定にかかわらず博士論文の提

出を認めることができる。 

（その他） 

第12条 学生の履修に関し、特別の事情がある場合には、第２条ならびに第５条から前条までの規定

にかかわらず、研究科委員会の審議を経て、適宜措置をとることができる。 

（規程の改廃） 

第13条 本規程の改廃は、研究科委員会の審議を経て学長が行う。 

附 則 

１ 本規程は、平成２年４月１日から施行する。 

２ 本規程は、平成３年４月１日から施行する。 

３ 本規程は、平成４年４月１日から施行する。 

附 則（平成５年規程第24号） 

４ 本規程は、平成６年４月１日から施行する。 

附 則（平成14年規程第19号） 

５ 本規程は、平成15年４月１日から施行する。 

附 則（平成22年規程第６号） 

６ 本規程は、平成22年４月１日から施行する。ただし、第６条第２項および第３項については、平

成22年度入学者より適用する。 

附 則（平成22年規程第32号） 

７ 本規程は、平成23年４月１日から施行する。 

附 則（平成23年規程第８号） 

８ 本規程は、平成24年４月１日から施行する。ただし、改正後の別表については、平成24年度入学

者から適用し、平成23年度以前に入学した者及び平成24年度以前に２年次に入学した者については、

なお従前の例による。 

附 則（平成24年規程第16号） 

９ 本規程は、平成25年４月１日から施行する。ただし、改正後の別表については、平成25年度入学

者から適用し、平成24年度以前に入学した者及び平成25年度以前に２年次に入学した者については、

なお従前の例による。 

附 則（平成26年規程第14―74号） 

10 本規程は、平成27年４月１日から施行する。 

別表 

経済学研究科博士前期課程履修表 

経済・経営情報専攻経済・経営コース 

演習科目 

  

 

科目群 演習科目 単位 

経済 経営  

 必修 必修  

 １年次 ２年次 １年次 ２年次  



   経済理論演習 ４          

   経済史演習 ４          

 経済 経済政策演習 ４ ４ ４      

   財政金融演習 ４          

   国際経済演習 ４          

 
経営 

経営演習 ４     
４ ４ 

 

 会計演習 ４      

 修了に必要な演習科目の単位数 ８ ８  

（注）指導教員の担当する演習科目を各年次１科目履修すること。 

講義科目 

  

 
科目群 授業科目 単位 

経済 経営  

 必修 選択必修 選択 必修 選択必修 選択  

   経済理論研究 ４              

   経済史研究 ４              

 経済 経済政策研究 ４ ※４ ８          

   財政金融研究 ４     
12 

    
12 

 

   国際経済研究 ４          

 
経営 

経営研究 ４       
※４ ８ 

   

 会計研究 ４          

 共通 英書講読 ４              

 
修了に必要な研究科目の単位数 

４ ８ 12 ４ ８ 12  

 24 24  

（注）※指導教員の担当する講義科目を履修すること。 

経済・経営情報専攻情報コース 

演習科目 

  

 

科目群 演習科目 単位 

情報  

 必修  

 １年次 ２年次  

   統計演習 ４      

   管理工学演習 ４      

 
情報 

社会情報システム論演習 ４ 
４ ４ 

 

 データベース論演習 ４  

   シミュレーション論演習 ４      

   マルチメディア論演習 ４      

 修了に必要な演習科目の単位数 ８  

（注）指導教員の担当する演習科目を各年次１科目履修すること。 

講義科目 

  

 
科目群 授業科目 単位 

情報  

 必修 選択必修 選択  

   統計研究 ４        

   管理工学研究 ４        

 
情報 

社会情報システム論研究 ４ 
※４ ８ 

   

 データベース論研究 ４ 12  

   シミュレーション論研究 ４        



   マルチメディア論研究 ４        

 共通 英書講読 ４        

 
修了に必要な研究科目の単位数 

４ ８ 12  

 24  

（注）※指導教員の担当する講義科目を履修すること。 

※本表は平成25年度入学者から適用する。ただし、平成24年度以前に入学した者及び平成25年度以

前に２年次に入学した者については、なお従前の例による。 


